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【１７】

佳

夏

可

嫁
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猶
予
も
で
き
な
い
。
３
人
は
相
談
し

至
急
速
報
す
る
こ
と
に
決
め
、
手
分

け
し
て
コ
ー
ド
を
差
し
込
み
、

１
番
か
ら
順
次
「
津
波
で
す
。

急
い
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

と
電
話
を
か
け
始
め
た
。

　
津
波
の
襲
来
は
目
の
前
に

迫
っ
て
お
り
、
恐
怖
と
危
機
感

に
お
の
の
き
な
が
ら
１
３
６
戸

の
電
話
加
入
者
に
対
し
無
我
夢

中
で
電
話
し
、
船
越
村
役
場
を

最
後
に
　
分
位
で
か
け
終
え
た
。

２０

「
―
―
町
民
は
こ
れ
を
聞
い
て

龍
昌
寺
、
八
幡
神
社
境
内
、
役

　
昭
和
８
年
３

月
３
日
午
前
２

時
　
分
こ
ろ
、

３０
強
い
地
震
（
震

度
７
の
強
震
）

が
あ
り
、
交
換

台
が
崩
れ
ん
ば

か
り
に
揺
れ
、

電
灯
が
消
え
た
。

　
山
田
郵
便
局

に
は
女
子
交
換

手
３
人
が
宿
直

勤
務
し
て
い
た
。

大
槌
郵
便
局
に

問
い
合
わ
せ
る

と
「
町
で
は
津

波
が
来
た
と
さ

わ
い
で
い
る
」

と
の
こ
と
。

　
津
波
襲
来
と

な
る
と
瞬
刻
の

の
浜
及
び
大
浦
部
落
に
特
設
の
私
設

電
話
で
 其
  旨
 を
急
報
し
た
後
、
付
近

そ
の
 む
ね

民
家
へ
避
難
す
る
よ
う
警
告
を
与
え
、

自
分
は
最
後
に
避
難
し
た
。
同
部
落

が
百
八
十
余
戸
を
流
出
し
た
の
に
死

者
は
 僅
 か
１
名
に
止
ま
っ
た
の
は
、

わ
ず

金
沢
君
の
機
敏
な
行
動
に
 依
 る
も
の

よ

と
賞
讃
さ
れ
た
」（
山
田
町
の
津
波
誌

＝
岩
手
県
昭
和
震
災
誌
＝
）

　
船
越
村
に
は
役
場
と
漁
業
組
合
に

し
か
電
話
が
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の

津
波
は
、
船
越
湾
か
ら
山
田
湾
の
浦

の
浜
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　
津
波
に
よ
る
住
家
の
流
失
と
死

場
等
山
の
手
高
台
方
面
へ
ど
ん
ど
ん

逃
げ
出
し
た
の
で
死
者
を
少
な
く
し

者
・
行
方
不
明
者
は
、

船
越
村
２
０
５
戸
（
死

者
４
人
・
行
方
不
明
者

１
人
）
、
織
笠
村
１
戸

（
死
者
１
人
・
行
方
不
明

者
３
人
）、
山
田
町
１

９
１
戸
（
死
者
７
人
・
行
方
不
明
者

１
人
）、
大
沢
村
　
戸
（
死
者
１
人
）。

３８

合
計
で
流
失
４
３
５
戸
、
死
者
は
　１３

人
、
行
方
不
明
者
は
５
人
で
あ
る
。

（
山
田
町
の
津
波
誌
）

　「
震
災
に
際
し
 海
 

か
い

 嘯
 来
襲
の
報
に

し
ょ
う

接
し
、
一
身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
急

を
警
察
官
憲
お
よ
び
電
話
加
入
者
に

通
報
し
、
町
民
の
避
難
を
速
や
か
な

ら
し
め
た
」
と
し
て
、
山
田
郵
便
局

事
務
員
沼
崎
ツ
イ
（
　
）
、
内
舘
ア
キ

２１

（
　
）、
湊
チ
ヤ
（
　
）
の
３
人
に
対

２０

１９

し
、
逓
信
大
臣
は
褒
状
を
授
与
し
た
。

昭
和
８
年
三
陸
大
津
波
襲
来

　
危
機
を
救
っ
た
交
換
手
の
機
転

や

ま

だ

の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
 
藤
 仁
  志
 さ
ん
（
豊

ひ
と
 
し

間
根
・
　
）
で
す
。

７４

得
た
。
大
槌
局
並
び
に
山
田
郵

便
局
交
換
手
の
機
転
又
偉
大
な

も
の
が
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

（
山
田
町
の
津
波
誌
＝
岩
手
日

報
＝
）

　
人
々
は
暗
闇
の
中
、
不
安
焦

燥
恐
怖
の
寒
い
一
夜
を
明
か
し

た
と
い
う
。

　「
船
越
村
漁
業
組
合
の
仕
丁

金
沢
清
吉
（
　
）
は
、
前
須
賀

２２

の
事
務
所
に
就
寝
中
、
山
田
郵

便
局
か
ら
『
津
浪
が
来
る
』
と

い
う
電
話
が
あ
り
、
直
ち
に
田

海蔵寺境内にある三陸大海嘯死者慰霊塔

　薄幸の歌人といわれた西塔幸子と、２９年の生涯の

間に多くの短歌を残した下山清。山田の人々との関

わりが深い２人の歌人の生涯とその作品について学

びます。入場は無料です。どうぞご来場ください。

◇日時　１２月１８日（金）　午後２時～

◇場所　町中央公民館小ホール

◇講師　赤沢義昭さん（県立博物館友の会会長）

◆問い合わせ　町生涯学習課文化担当（察８２－３１１１

内線６２４）へどうぞ。

町
中
央
公
民
館
脇
に
あ
る
西
塔

幸
子
の
歌
碑

事
 表
現
と
救
済
 事

　
　
下
山
清
と
西
塔
幸
子
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史
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